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論文審査の結果の要旨

膝関節半月板は荷重分散、間接潤滑、安定性の確保、固有受容感覚といった重要な役割を果たし

ている。スポーツ外傷においてよく見られる半月板断裂は、しばしば前十字靭帯断裂を合併するニ

とがある。半月板の辺縁に達する横断裂は、半月板全切除と機能的に同じくらい半月板の環状張力

を喪失させる。その修復は半月板における環状張力を維持するために必要な力学的整合性を復元す

るために重要である。半月板修復術の初期固定力は半月板の治癒に最も重要な要因のひとつとされ

るが、半月板横断裂に対する異なる修復法での生体力学上の構造特性はあまり知られていない。半

月板のコレーゲ、二／線維に対して斜めに縫合する研究者らの考案した cross-suture法は、コラーゲン

線維に対して平行に総合する通常の doublehorizontal suture法よりも強し、固定力をもたらすと

考えられる。本研究では、人工膝関節全置換術（TKA）が行われた患者の新鮮な半月板40例（2群で

各群20例）を使用し、生体力学的実験を行った。 Cross-suture群（groupA）は、断裂告IIより 5nun、

辺縁より 5111111と10111111の4点を交差すでるように純合し、 doublehorizontal suture群はgroupAと

同じ 4点を平行に純合した。純合した半月阪を 5Nから 30Nの｜削で反N.引っ張り試験を行い、終了後

に破~rm~力試験を行った。 J1i大航l'l~r張力は group Aが78.96 ±-19. 27N、groupBが08.16±12. 92 N 

で、 cross-suture法の方が有：なに向かった（pく0.05）。脱皮もまた、 groupAが8.01±1. 54 N/111111, 

group Bが6.46± 1. 12 N/111111でcross-suture法の方が有なに大きかった（p<O.05）。 500サイクル

の反仰引っ iJj~ り試験後のクランプ問の変位は group Aが5.711±1. 811111111、日roupBが8.56±2. 39111111で

cross-suture法の方が有意に小さかった（pく0.O!i）。 l事前者らの考案した cross-suture法は、修

復した半月版制断裂の力学的特性を有意に改啓していた。半月板桃1·1~r裂の修復において、 cross-

suture訟は品川、安定性を獲得でき、若年者や活動性の高い患者への有望な方法となり料ることが示

唆された。

以上のr&m11tはこの方聞の研究に知見を加えた意義ili＞るものと汚えられる。本論文についての試験

はまず論文の研究目的、方法、実験成制などについて説明を求め、各制li):rf~委Ct より 1J1~門的な制点か

ら論文内特およびこれにl~~J)!j! した－＇！＂~項につき fl日々＇[1([1\j を行ったが、試問についてはいずれも迎切な

回答を得た。

よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。


